
資料１ 

 

議題（１）平成 22 年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号）

（案）について 

  

3 月議会に上程する平成 22 年度富里市国民健康保険特別会計補正予

算（第 3 号）（案）については，歳入歳出の合計をそれぞれ 353 万 9 千

円減額し，歳入歳出予算の総額を 52 億 3,631 万 8 千円とするものです。 

 

歳入 

 

１款 国民健康保険税 △1 億 5,000 万円 

    国民健康保険税の収納見込減 

 

２款 国庫支出金 △2,678 万 1 千円 

    療養給付費国庫負担金の見込減 △2,687 万 1 千円 

    特定健康診査等負担金交付決定による減 △7 万 7 千円 

    高齢受給者証再交付に要する経費への補助 16 万 7 千円 

 

５款 県支出金 △7 万 7 千円 

    特定健康診査等負担金交付決定による減 

 

７款 財産収入 16 万 9 千円 

    基金積立金利子見込額 17 万 623 円 

 

８款 繰入金 1 億 6,088 万 5 千円 

    基盤安定負担金 保険税軽減分 1,190 万 1 千円 

    基盤安定負担金 保険者支援分 120 万 5 千円 

    事務費等繰入金 △222 万 1 千円 

    その他一般会計繰入金 1 億 5 千万円 

 

１０款 諸収入 1,226 万 5 千円 

    一般被保険者第三者納付金（交通事故求償分）566 万 5 千円 

    一般被保険者返納金（資格喪失後受診返還分）34 万 4 千円 



歳出 

 

１款 総務費 △193 万 3 千円 

【国保一般管理事業】28 万 8 千円 

   印刷製本費 10 万 5 千円 

   通信運搬費 18 万 3 千円 

※70 歳以上の窓口負担割合の凍結を 1 年間延長するため，高齢

受給者証の再交付に必要な経費及び郵送代不足分を増額 

  

【国保事務電算処理事業】△82 万 1 千円 

   電算委託料執行残の減 △92 万 6 千円 

   高齢受給者証表記変更対応委託料 10 万 5 千円 

  

【医療費適正化特別対策事業】△140 万円 

   診療報酬明細書配列及び点検委託料単価の減 

（12.1 円⇒9.87 円）診療報酬明細書の電子化による 

 

２款 保険給付費 △16 万 7 千円 

【一般被保険者高額介護合算療養費負担事業】△11 万 7 千円 

  支給見込額 8 万 2,703 円 

【退職被保険者等高額介護合算療養費負担事業】△5 万円 

  支給見込無  

 

３款 後期高齢者支援金等 129 万 9 千円 

 【後期高齢者支援事業】130 万 6 千円 

   決定額不足分 130 万 5,901 円 

【後期高齢者関係事務費拠出事業】△7 千円 

 

 ６款 介護納付金 △116 万 8 千円 

 【介護納付金納付事業】△116 万 8 千円 

    

 

 

 

 



 

８款 保健事業費 △404 万 1 千円 

  【特定健康診査等事業】△404 万 1 千円 

    消耗品費 △14 万 7 千円 

    印刷製本費 △2 万 6 千円 

    特定健診関係委託料（特定健診費用）△333 万 9 千円 

特定健診等データ管理システム共同処理委託料 

△31 万 5 千円 

ソフトウエア使用料（特定保健指導用個人システム利用料） 

△31 万 5 千円 

 

  【保健事業】△30 万円 

    脳ドック助成金 △30 万円 

     利用見込減 H22.12 月末支給済額 37 万 6,600 円（21 件） 

 

９款 基金積立金 

   【基金積立事業】17 万円 

     歳入 7 款 財産収入 基金積立金利子を基金へ積み立て 

 

１１款 諸支出金 

   【諸支出償還事業】260 万 1 千円 

     平成 21 年度療養給付費等負担金超過交付による返還金 

     


